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惲
日
初
『
劉
子
節
要
』
を
巡
る
思
潮

―
本
末
格
物
説
の
視
点
に
よ
る
明
末
清
初
思
潮
の
考
察

（
（
（

―
荒
　
木
　
龍
太
郎

第
一
章
　
始
め
に

　

明
清
交
替
期
の
人
士
は
、
生
き
る
こ
と
に
苦
渋
し
た
。（

（
（

明
朝
に
殉
じ
る
か
、
抗
清
復
明
の
「
志
士
」
と
な
る
か
、「
逃
釈
」
僧
侶
と
な

り
士
節
を
全
う
す
る
か
、
切
実
な
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

明
末
の
大
儒
・
劉
宗
周
（
字
起
東
、
号
念
台
。
一
五
七
八
～
一
六
四
五
）
は
、
明
王
朝
崩
壊
の
翌
年
（
一
六
四
五
）、
絶
食
し
て
殉
じ

た
。
門
下
の
祝
開
美

（
（
（

が
師
念
台
に
殉
じ
た
。
抗
清
復
明
に
向
か
う
門
下
に
は
、
黄
宗
羲
（
一
六
一
〇
～
一
六
九
五
）、
同
門
の
惲
日
初

（
字
仲
升
、
号
遜
菴
。
一
六
〇
一
～
一
六
七
八
）
が
い
る
。
日
初
は
『
劉
子
節
要
』
を
著
す
が
宗
羲
は
、
そ
の｢

附
録｣

の
「
高
劉
両
先

生
正
学
説
」
を
読
み
「
先
師
の
学
」
の
理
解
不
足
を
批
判
し
た
。
更
に
は
師
説
理
解
の
相
違
を
「
渾
融
」
す
べ
き
だ
と
い
う
日
初
の
提

案
、
序
文
の
依
頼
も
断
っ
た
（
明
儒
・
巻
62
蕺
山
学
案
）。
た
だ
宗
羲
は
厳
し
く
批
判
す
る
と
同
時
に
日
初
の
「
格
物
の
解
、
先
儒
の
未

だ
発
せ
ざ
る
所
多
し
」
と
当
時
格
物
説
が
七
十
二
と
指
摘
さ
れ
た
な
か
で
（
劉
集
Ⅱ
448
学
言
下
）
独
自
の
見
解
で
あ
る
と
認
め
、
日
初
は

「
己
に
得
る
に
務
め
、
人
に
合
す
る
を
求
め
ず
」、「
先
儒
」
に
依
存
せ
ず
に
思
索
を
行
っ
た
と
い
う
。（

（
（

宗
羲
は
如
何
な
る
格
物
説
を
基
準

に
し
て
論
評
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
格
物
説
に
つ
い
て
念
台
は
王
心
斎
の
本
末
格
物
説
を
高
く
評
価
し
「
後
儒
の
格
物
の
說
、当
に
淮
南
を
以
て
正
と
為
す
べ
し
」
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（
劉
集
Ⅰ
448
学
言
下
）
と
述
べ
て
い
た
。
宗
羲
は
心
斎

（
（
（

の
族
弟
王
一
庵

（
（
（

の
学
問
の
特
色
に
つ
い
て
、〔
一
〕
王
心
斎
格
物
説
（
本
末
格
物
説
）

を
継
承
し
た
、〔
二
〕「
意
」
を
従
来
の
「
心
の
所
発
」
と
し
な
い
で
「
心
の
主
宰
」
と
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
後
に
続
け
て
ま

た
『
劉
子
節
要
』
を
難
詰
す
る
。
そ
し
て
念
台
の
「
所
発
の
意
」
否
定
の
重
要
な
問
答
書
（
劉
集
Ⅱ
「
答
董
生
心
意
十
問
」、「
商
疑
十
則

答
史
子
復
」）
に
つ
い
て
の
先
師
の
意
図
を
「
節
去
」
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
一
庵
誠
意
説
と
念
台
誠
意
説
と
が
「
符
節
を
合
わ

せ
る
」
よ
う
に
同
じ
で
あ
る
こ
と

（
（
（

が
理
解
で
き
て
な
い
と
、
判
断
す
る
（
明
儒
・
巻
32
泰
州
学
案
一
）。
つ
ま
り
宗
羲
は
、
一
庵
が
心
斉

の
本
末
格
物
説
を
受
用
し
、
そ
の
上
で｢

所
発
の
意｣

を
否
定
し
て
誠
意
説
を
構
築
し
て
お
り
、
そ
の
誠
意
説
が
念
台
と
同
案
で
あ
る
と

認
識
す
る
の
で
あ
る
。
宗
羲
は
日
初
が
一
庵
・
念
台
共
に
心
斎
本
末
格
物
説
に
立
脚
し
て
新
た
な
誠
意
説
を
提
唱
し
た
こ
と
を
理
解
し
て

い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
初
が
「
本
末
格
物
説
―
新
た
な
誠
意
説
」
と
い
う
立
場
と
は
異
な
る
見
解
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

　

明
末
思
潮
の
中
で
心
斎
の
本
末
格
物
説
は
、
嘉
靖
年
間
（
一
五
六
四
年
）
に
出
現
し
万
暦
以
降
明
末
清
初
期
に
か
け
て
注
目
さ
れ
た
偽

書
『
石
経
大
学
』
と
そ
の
要
所
で
極
め
て
関
連
が
深
く
、
念
台
は
最
晩
年
ま
で
傾
倒
し
、
宗
羲
は
そ
の
こ
と
を
何
も
批
判
し
て
な
い
。
そ

の
様
な
状
況
の
下
で
、
惲
日
初
の
格
物
説
は
宗
羲
に
独
自
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
日
初
の
格
物
説
に
関
す
る
考
究

は
、
王
心
斎
・
王
一
庵
・
劉
念
台
・
黄
宗
羲
の
格
物
説
の
究
明
に
関
連
す
る
。
更
に
は
王
心
斎
の
本
末
格
物
説
、
そ
の
継
承
と
し
て
『
石

経
大
学
』
を
考
察
す
る
の
で
万
暦
～
清
初
期
ま
で
の
思
想
状
況
を
把
握
す
る
視
点
を
提
示
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
高
忠
憲
（
名
は
攀
龍
、
字
は
存
之
、
号
は
景
逸
、
忠
憲
は
諡
。
一
五
六
二
～
一
六
二
六
）
思
想
と
の
詳
細
な
関
係
は

紙
幅
の
都
合
で
別
稿
に
譲
る
。

第
二
章
　『
劉
子
節
要
』
と
惲
日
初
の
格
物
説

　
『
劉
子
節
要
』
の
形
式
は
、『
近
思
録
』、
高
忠
憲
の
『
朱
子
節
要
』
の
体
裁
に
倣
い
、
劉
念
台
の
遺
文
を
年
代
に
無
関
係
に
要
約
・
編

集
し
て
十
四
の
項
目
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
編
集
に
対
し
て
は
宗
羲
は
「
遺
文
を
删
節
接
続
す
る
と
き
自
分
の
見
解
で
言
い
換
え
て
い

る
」（
黄
集
⑩
４
惲
日
初
文
集
序
）
と
批
判
し
て
い
る
。
例
え
ば
劉
念
台
思
想
の
要
で
あ
る
誠
意
説
答
問
の
「
心
意
十
問
」、「
商
疑
十
則
」



— 41 —

も
半
分
以
下
の
採
択
で
あ
り
「
誠
意
」
に
関
す
る
文
章
で
は
「
存
す
る
所
を
以
て
心
と
為
し
、
発
す
る
所
を
意
と
為
す
に
非
ず
」（
商
疑

第
二
則
）
を
削
除
し
て
い
る
。

　
『
劉
子
節
要
』
各
巻
で
行
論
上
関
連
の
あ
る
も
の
、
宗
羲
が
論
題
に
し
た
箇
所
を
中
心
に
挙
げ
て
お
く
。
①
誠
意
説
問
答
②
意
必
固
我

の
「
意
」
と
誠
意
③
知
本
・
独
知
・
格
物
・
悟
に
つ
い
て
④
従
来
の
誠
意
説
批
判
⑤
東
林
の
弁
護
⑥
改
過
⑦
王
龍
渓
・
羅
近
渓
批
判
、
龍

渓
四
無
説
批
判
な
ど
で
あ
る
。

　

各
部
門
に
分
散
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
「
行
状
」（
巻
十
四
156
）
で
は
、
劉
念
台
の
学
問
に
つ
い
て
「
蓋
意
者
心
之
幾
、
知
之
会
、
而

物
之
所
以
為
物
也
。」
と
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、「
所
存
の
意
」
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
お
ら
ず
、
朱
王
折
衷
の
傾
向
を
指
摘
す
る
。（

（
（

ま

た
最
末
尾
の
「
行
状
叙
述
」（
巻
十
四
159
）
で
は
、
慎
独
を
念
台
思
想
の
要
と
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
程
朱
学
と
関
連
付
け
る
。
そ
し
て
高

忠
憲
を
念
台
と
同
様
に
高
く
評
価
し
、
念
台
は
禅
学
の
流
行
を
抑
制
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
惲
集
・
劉
子
節
要
・
行
状
叙
述
）。

　

次
ぎ
に
惲
日
初
の
思
想
の
概
要
を
述
べ
た
い
。
日
初
の
基
本
は
「
道
学
」
の
「
心
法
」（『
中
庸
章
句
』
経
文
・
前
文
）
を
継
承
し
、

「
諸
れ
を
身
に
も
と
づ
け
」（『
中
庸
』
29
章
）、
そ
れ
を
突
き
詰
め
て
「
天
則
を
見
る
」（『
易
経
』）
と
説
き
、（
惲
集
314
）、「
心
法
即
天

則
」（
同
上
）
と
し
た
う
え
で
、「
先
儒
に
本
天
の
説
有
り
、
所
謂
天
と
は
、
吾
心
の
天
な
り
。」（
惲
集
308
）
と
「
儒
」
の
基
本
で
あ
る

「
本
天
」
を
主
張
す
る
。（

（
（

日
初
は
「
一
心
既
に
立
て
ば
、
則
ち
天
地
聖
賢
、
皆
な
吾
分
内
」
と
説
い
て
（
惲
集
308
）
心
量
に
信
頼
を
寄
せ
、

「
日
用
動
静
中
」
に
お
け
る
「
天
則
を
見
る
」
こ
と
を
力
説
す
る
（
惲
集
327
）。
注
意
す
べ
き
は
「
天
則
を
見
る
」
の
は
、「
寂
守
」
未
発

の
場
で
は
な
く
、
已
発
の
場
と
す
る
。

　
「
愚
謂
え
ら
く
、
当
に
発
見
の
処
従
り
見
る
べ
し
。
蓋
し
心
寂
守
に
非
ら
ず
、
随
触
に
顕
章
す
。
若
し
能
く
発
見
の
処
に
於
い
て
根
源

を
徹
見
す
れ
ば
、
則
ち
性
と
誠
、
徳
と
道
、
一
以
て
之
を
貫
く
。」（
惲
集
308
）

　

日
初
は
已
発
の
場
で
「
天
則
を
見
る
」
の
で
あ
る
が
、
人
欲
と
は
「
心
」
に
於
け
る
「（
執
）
着
」
で
あ
る
習
気
と
し
、（

（1
（

そ
れ
へ
の
対

応
と
し
て
「
進
学
第
一
著
の
根
基
」
と
し
て
「
全
放
下
」（

（1
（

を
強
調
す
る
（
惲
集
321
）。「
心
」
に
力
点
を
置
き
已
発
の
場
を
重
視
す
る
姿
勢

で
あ
る
が
、
事
物
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。
日
初
は
「
語
默
動
静
之
理
」（
心
の
理
）
は
、「
一
草
一
木
之
理
」（
事
物
の
理
）
と

し
、
外
界
の
「
天
下
事
事
物
物
」（
の
理
）
と
「
身
心
性
命
」（
の
心
）
の
理
と
が
一
体
で
あ
る
と
し
て
い
る
。（

（1
（

こ
の
背
後
に
は
「
洛
陽
の
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花
、
数
十
種
は
、
全
て
一
本
の
洛
陽
木
」（
惲
集
325
）
と
説
く
よ
う
に
理
一
分
殊
論
の
構
造
が
あ
る
。
日
初
は
「
理
一
」
と
「
分
殊
」
を

緊
密
に
結
合
し
一
体
と
す
る
。（

（1
（

「
一
理
＝
万
殊
」
と
な
り
自
己
（
の
理
）
と
事
物
（
の
理
）
と
が
一
体
と
な
れ
ば
、「
一
得
万
畢
」
の
無
礙

の
境
地
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　
「
一
物
此
の
如
く
ん
ば
、
物
物
此
の
如
し
。
若
し
能
く
触
処
に
見
有
ら
ば
、
一
得
万
畢
、
更
に
疑
礙
無
し
。」（
惲
集
322
）

　
「
理
一
而
分
殊
」
に
於
い
て
心
と
事
物
は
貫
通
し
、「
物
格
れ
ば
則
ち
物
無
し
」（
魏
莊
渠
）、
物
我
一
如
の
見
得
を
「
悟
」
と
認
識
す

る
。（

（1
（

そ
し
て
「
人
情
事
変
は
是
れ
道
、
道
は
正
に
此
に
在
り
」（
惲
集
327
）
と
し
已
発
の
場
を
重
視
す
る
「
聖
人
の
格
物
」
は
形
而
下
の

「
形
色
」
に
於
い
て
「
無
声
無
臭
の
道
理
」
を
見
得
す
る
、
と
い
う
。（
惲
集
321
）。
こ
れ
は
朱
子
学
の
未
発
存
養
か
ら
已
発
省
察
へ
と
い

う
工
夫
論
、
ま
た
高
忠
憲
の
未
発
涵
養
に
集
約
す
る
見
解
（
高
書
・
巻
一
・
語
）（

（1
（

と
は
異
な
る
。

　

そ
し
て
更
に
特
異
で
あ
る
の
は
、
こ
の
「
道
理
」
は
「
所
以
然
の
故
（
理
一
）」
＝
「
物
之
則
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
即
ち
吾
心
の
則
」

で
あ
る
と
い
う
。

　
「
凡
そ
物
、
必
ず
所
以
然
の
故
有
り
。
物
の
則
は
即
ち
吾
心
の
則
な
り
。
若
し
物
を
離
れ
て
知
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
便
ち
是
れ
鑑

を
反
し
て
索
照
す
る
な
り
。」（
惲
集
322
）

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
「
所
当
然
の
則
」
の
過
程
を
履
ま
ず
直
接
に
「
所
以
然
の
故
」
を
対
象
と
し
、「
物
格
」
と
は
、「
所
以
然
の

故
」
の
道
理
を
即
座
「
当
下
に
豁
然
」
と
見
得
す
る
こ
と
と
い
う
。（

（1
（

　

こ
れ
は
、
具
体
的
な
事
物
・
現
象
の
領
域
に
於
い
て
「
所
当
然
の
則
」
＝
「
分
殊
の
理
」
を
考
慮
せ
ず
、
直
接
に
「
理
一
」
の
「
所
以

然
の
故
」
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。
朱
子
学
で
は
、
物
に
は
「
所
以
然
の
故
」
と
「
所
当
然
の
則
」
と
が
有
り
（『
大
学
或
問
』）、「
格

物
」
は
「
所
当
然
の
則
」
を
窮
め
、
更
に
一
歩
窮
め
到
り
、「
所
以
然
の
故
」
を
見
得
す
る
。
こ
こ
に
、
日
初
の
格
物
説
が
単
な
る
朱
子

学
の
格
物
で
は
な
い
、「
頓
悟
的
」、「
現
成
的
」
と
も
い
え
る
性
格
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る
。

　

惲
日
初
の
格
物
説
は
「
理
一
而
分
殊
」
を
基
盤
と
し
て
已
発
の
場
に
お
い
て
「
無
声
無
臭
」
の
「
所
以
然
の
故
」
を
当
下
に
見
得
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
独
自
の
格
物
説
に
つ
い
て
は
、
日
初
本
人
に
よ
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
現
存
し
な
い
。
た
だ
李
長
祥
の
「
与
惲

遜
庵
論
格
物
書
」（

（1
（

に
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
考
察
を
進
め
た
い
。
長
祥
は
日
初
の
立
場
を
「
即
物
窮
理
の
説
」
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（
理
学
）
と
「
眇
妙
の
説
」（
心
学
）
が
共
に
不
十
分
な
の
で
「
両
騎
」
す
る
立
場
、
折
衷
的
立
場
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
宗
羲
と
同
様

に
「
先
生
、
格
物
に
於
い
て
固ま

こ
と
に
真
見
有
り
」
と
評
し
、
日
初
の
格
物
説
を
次
の
様
に
引
用
し
て
い
る
。

　
「
一
物
之
則
、
物
物
之
則
也
。
物
物
之
則
、
一
心
之
則
也
。
見
一
心
之
則
、
見
物
物
之
則
。
見
一
物
之
則
、
亦
即
見
吾
心
之
則
。」

こ
の
日
初
の
見
解
に
対
し
、
長
祥
は
「
真
に
是
れ
精
義
至
論
」
と
評
し
な
が
ら
「
格
の
字
に
つ
い
て
は
結
局
十
分
に
説
い
て
い
な
い
」
と

述
べ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
日
初
の
見
解
で
は
理
一
分
殊
論
を
土
台
に
し
て
、「
物
物
の
則
」
を
「
一
心
の
則
」
に
集
約
す
る
。
そ

れ
だ
け
「
物
物
の
則
」（
分
殊
）
に
対
し
て
「
一
心
の
則
」（
理
一
）
が
前
面
に
出
て
く
る
。
し
か
も
「
当
下
豁
然
」（
惲
集
325
・
前
出
）

で
あ
る
。
故
に
長
祥
は
「
現
成
」
と
い
う
語
を
発
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
蓋
し
物
の
則
を
見
る
は
、
是
れ
現
成
の
語
に
似
た
り
。
功
夫
を
用
い
る
の
語
に
非
ざ
る
な
り
。（
・
・
）
先
生
、
則
の
字
を
指
出
す
る

は
、
当は

た
是
れ
格
物
為
り
て
把
柄
を
指
出
し
来
た
る
。」

　

長
祥
に
よ
る
と
「
格
」
は
「
見
物
之
則
」（
前
出
の
「
見
天
則
」
と
同
義
）
の
「
見
」、「
格
物
＝
見
物
之
則
」
と
な
り
、『
大
学
』
に
合

致
し
な
い
。『
大
学
』
の
「
物
」
は
「
物
之
則
」
と
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
そ
れ
を
「
見
る
」
と
す
る
と
、「
窮
め
至
る
」
の
で
は
な
く
、

「
現
成
の
語
」、
つ
ま
り
既
に
「
物
」
に
「
現
存
」
し
て
い
る
「
則
」
を
当
下
即
座
に
「
見
る
」
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
程
朱
学

の
窮
め
至
る
対
象
の
「
物
の
理
」
で
は
な
く
、「
物
の
則
」
で
あ
れ
ば
、「
物
之
則
」
は
即
座
に
「
一
心
之
則
」
で
あ
る
か
ら
、「
吾
心
の

則
」、
つ
ま
り
「
心
之
性
体
＝
至
善
」
を
現
成
と
し
て
把
握
（
見
得
）
す
る
こ
と
に
な
る
。「
現
在
に
具
有
の
心
の
則
を
見
得
す
る
」
と
い

う
の
で
あ
ろ
う
。「
一
物
の
則
＝
物
物
の
則
＝
一
心
の
則
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
初
は
「
放
下
」
を
重
ん
じ
た
が
、
例
え
ば
良
知
現
成
論

の
王
龍
渓
（
一
四
九
八
～
一
五
八
三
）
と
同
様
の
様
相
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。（

（1
（

以
上
の
「
現
成
的
現
象
」
が
惲
日
初
の
格
物
説
の
特
色

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
日
初
の
「
一
得
万
畢
」
の
悟
得
は
陽
明
学
の
「
一
了
百
了
」（『
伝
習
録
』
巻
下
81
）
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
聖
賢
の

語
句
を
将
て
反
覆
参
究
」
す
る
よ
り
も
現
実
の
已
発
の
場
の
「
物
上
に
在
り
て
見
得
す
る
こ
と
の
親
切
」
な
る
を
評
価
す
る
か
ら
で
あ
り
、

「
理
を
窮
め
ず
一
味
武
断
」
に
一
心
の
力
量
に
よ
り
直
接
的
に
「
亭
前
の
竹
」
を
格
物
す
る
（
陽
明
の
）
事
例
に
つ
い
て
、「
格
物
の
方
法
を

知
ら
な
い
」
と
し
（
惲
集
322
）
読
書
窮
理
を
必
須
と
説
い
て
い
る
。
こ
こ
に
日
初
の
思
想
の
骨
格
が
程
朱
学
、「
本
天
の
学
」
で
あ
る
こ
と
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を
確
認
で
き
る
。
で
は
、
独
得
と
認
識
し
た
宗
羲
の
格
物
説
は
如
何
な
る
傾
向
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
章
　
黄
宗
羲
と
劉
念
台
の
格
物
説

　
『
劉
子
節
要
』
に
つ
い
て
の
黄
宗
羲
の
批
判
（「
答
惲
仲
昇
論
子
劉
子
節
要
」
黄
集
⑩
223
）
の
補
充
を
し
て
お
き
た
い
。
宗
羲
は
言
う
、

劉
念
台
の
宗
旨
は
、
慎
独
で
あ
り
、「
意
は
心
の
主
宰
」
で
あ
っ
て
、
当
時
多
く
の
人
士
が
「
意
者
心
之
所
発
」
の
立
場
か
ら
疑
問
視
し

た
。
そ
れ
ら
の
人
士
に
対
す
る
弁
明
書
が
「
董
標
心
意
十
問
」、「
史
孝
復
商
疑
十
則
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
初
は
こ
の
弁
明
書
の
「
そ

の
根
柢
を
除
去
し
て
そ
の
枝
葉
を
残
留
」
し
て
お
り
、（
そ
の
た
め
）
日
初
は
「
意
」
に
つ
い
て
『
論
語
』
の
「
所
謂
意
必
固
我
」
の

「
意
」
で
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
事
に
因
っ
て
言
う
」「
事
に
在
る
の
意
」（

（1
（

（
事
物
と
交
渉
し
て
い
る
已
発
の
意
念
）
で
あ
る
、
と
。

こ
れ
は
已
発
の
「
事
為
に
渉
著
し
な
い
」
念
台
の
誠
意
の
意
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
劉
子
節
要
』
の
「
改
過
門
」
に
は
念
台
の

『
人
譜
』
の
こ
と
は
「
一
語
の
及
ぶ
無
」
し
、
と
宗
羲
は
酷
評
し
て
い
る
。
確
か
に
『
劉
子
節
要
』
で
は
宗
羲
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
同
門
の
陳
確
（
一
六
〇
四
～
一
六
七
七
）
は
「
続
証
人
社
約
誡
」（
惲
集
297
）
に
あ
る
よ
う
に
、
日
初
は
「
先
師
之
心
」
に
そ
っ
て

実
践
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
陳
確
集
卷
十
・
會
永
安
湖
楼
序
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
宗
羲
の
批
判
は
、
何
故
生
じ
た
か
。
日
初
の
思
想

の
何
に
起
因
す
る
の
か
。

　

黄
宗
羲
は
「
事
に
在
る
の
意
」
を
否
定
し
て
、
陽
明
の
「
意
所
在
の
物
」
と
す
る
事
物
観
と
異
に
す
る
。
ま
た
已
発
主
義
を
否
定
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
以
下
、
宗
羲
の
基
本
的
な
観
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

宗
羲
は
天
地
万
物
の
存
在
の
根
拠
（
理
）
を
「
吾
心
」
に
求
め
、
天
地
万
物
を
「
心
の
万
殊
」
と
す
る
。
そ
し
て
性
体
（
本
体
・
至

善
・
理
）
を
予
め
「
懸
空
」
に
観
念
的
に
措
定
し
な
い
で
功
夫
の
場
に
即
し
て
顕
現
し
て
い
る
と
す
る
。
故
に
「
窮
理
」
は
こ
の
「
心
の

万
殊
」
を
窮
め
る
の
で
あ
っ
て
「
万
物
の
万
殊
」
を
窮
め
る
の
で
は
な
い
。「
窮
心
」
で
あ
っ
て
「
窮
物
」
で
は
な
い
、（

（2
（

と
す
る
。
こ
れ

は
程
朱
学
の
客
観
的
な
事
物
を
対
象
に
し
て
窮
理
す
る
格
物
で
は
な
い
。
別
言
す
る
と
万
物
と
一
体
の
人
心
で
あ
る
か
ら
「
天
地
万
物
の

理
」
は
「
吾
心
の
中
」
に
あ
り
、「
天
地
万
物
の
間
」
に
「
懸
空
」（
観
念
的
）
に
窮
め
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（

（2
（

宗
羲
は

「
心
」
を
中
核
と
し
、「
窮
心
＝
窮
理
」
と
す
る
。
ま
た
こ
れ
は
「
所
発
之
意
念
」
の
「
在
る
所
」
を
「
物
」
と
す
る
陽
明
心
学
の
格
物
説
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と
も
異
な
る
。
で
は
朱
子
学
、
陽
明
学
と
も
異
な
る
宗
羲
の
格
物
説
は
如
何
な
る
内
容
か
。

　

宗
羲
は
「
答
万
充
宗
論
格
物
書
」（
黄
集
⑩
200
）
に
於
い
て
格
物
説
を
次
の
様
に
展
開
し
て
い
る
。
長
文
で
あ
る
の
で
幾
つ
か
に
区
切

り
要
約
・
補
説
し
て
進
め
て
行
き
た
い
。

（
１
）
瞿
汝
稷

（
（2
（

は
格
物
の
物
は
（『
儀
礼
』
大
射
儀
の
「
所
画
之
物
」
＝
「
射
時
に
立
つ
所
の
十
文
字
の
印
」）
と
し
『
大
学
』
の
「
物
」

は
「
応
止
之
所
」、
格
は
「
至
（
い
た
る
）」、
格
物
は
「
至
於
所
応
止
之
所
也
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
羅
近
渓
の
「
格
を
式
」
と
し
、

格
物
は
「
事
が
皆
な
式
に
合
す
る
」
こ
と
と
す
る
の
と
同
義
で
あ
る
。（

（2
（

（
２
）
管
東
溟
は
言
う
「
本
末
有
る
の
が
物
で
あ
る
。
本
は
本
の
本
質
を
失
わ
ず
、
末
は
末
の
本
質
を
失
わ
な
い
こ
と
が
格
で
あ
る
。
本

か
ら
末
に
達
す
る
こ
と
致
知
と
言
う
。
本
を
得
て
末
に
貫
徹
す
る
こ
と
を
、
知
至
と
い
う
。（

（2
（

」
と
。
管
東
溟
の
本
末
格
物
説
の
特
質
、
即

ち
「
格
物
」
と
は
「
本
」
を
「
末
」
に
「
本
→
末
」
一
方
的
に
通
達
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
本
」
を
獲
得
し
て
「
末
」
に
貫
通
す
る
こ
と

を
知
至
と
す
る
。

（
３
）
こ
れ
ま
で
の
儒
者
は
理
を
天
地
万
物
に
帰
し
、
明
覚
を
自
己
に
帰
し
て
二
分
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
支
離
の
病
に
陥
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
陽
明
は
「
良
知
は
即
ち
天
理
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
天
性
（
理
）
と
明
覚
（
心
）
は
た
だ
一
つ
の
事
で
あ
り
聖
学
に
功
績
が

あ
る
の
だ
。（

（2
（

（
４
）「（
瞿
汝
稷
の
い
う
、『
儀
礼
』「
大
射
礼
」
の
「
物
」）
長
さ
は
一
尺
で
十
字
に
画
き
、
そ
の
「
物
」
に
通
る
。「
物
（
印
）」
に
当

（
至
）
り
、「
物
（
印
）」
に
及
（
進
）
む
。「
当
物
・
及
物
」（
物
に
至
る
・
物
に
進
む
）、
は
「
格
」
に
通
じ
る
。
こ
れ
は
「（
程
朱
学
の
）

天
地
万
物
公
共
の
理
」
で
「
画
物
―
印
を
画
く
」（
止
ま
る
と
こ
ろ
・
基
準
を
定
め
る
）
こ
と
で
あ
り
、
自
己
の
心
「
明
覚
」
で
「
印
に

至
り
進
む
（
当
物
及
物
）」
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
格
物
と
す
る
の
な
ら
、（
外
界
の
）「
一
草
一
木
に
も
理
が
有
る
」
と
す
る
程
朱
学
の

理
一
分
殊
の
理
と
同
じ
で
あ
る
。（

（2
（

〔
つ
ま
り
、
心
外
に
「
基
準
＝
止
ま
る
べ
き
基
準
・
印
」
が
あ
り
、
心
＝
自
己
が
そ
れ
に
従
う
こ
と
で

あ
る
。
だ
か
ら
瞿
汝
稷
の
格
物
説
は
よ
く
な
い
と
宗
羲
は
判
断
す
る
の
で
あ
る
。〕

（
５
）『
大
学
』
の
「
物
有
本
末
」
は
、
思
う
に
「
本
」
は
「
末
」
を
包
摂
で
き
る
が
、「
末
」
は
「
本
」
を
擁
立
で
き
な
い
。
故
に
「
知

所
先
後
」
と
言
っ
て
、「
本
を
先
に
し
て
末
を
後
に
す
る
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
聖
賢
の
功
夫
は
、
一
歩
ず
つ
す
す
み
、
慎
独
に
結
実
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す
る
。
た
だ
「
本
」
に
お
い
て
「
本
」
を
確
立
し
て
「
道
」
は
生
じ
、「
末
」
の
処
に
は
必
ず
し
も
手
を
加
え
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ

る
。（

（2
（

〔
宗
羲
は
念
台
と
同
様
に
本
末
格
物
説
の
立
場
で
あ
る
。〕

（
６
）
君
が
「
即
本
以
達
末
、
末
以
透
本
―
本
に
即
い
て
以
て
末
に
達
し
、
末
に
よ
っ
て
本
に
透
る
」
と
い
う
本
末
を
（
先
後
の
関
係
な

く
）
相
互
双
方
向
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
儒
者
の
弊
害
で
あ
る
。（

（2
（

（
７
）
先
師
念
台
は
「
意
は
心
の
発
す
る
所
」
と
言
う
の
を
望
ま
な
か
っ
た
。
意
根
（
本
）
を
一
歩
で
も
離
れ
る
と
も
う
「
末
」
で
あ
る
。

「
末
」（
か
ら
）
は
「
本
」
に
透
徹
で
き
な
い
。
も
し
「
意
」
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ
た
な
ら
ば
格
物
の
功
夫
は
「
そ
こ
に
」
あ
る
。（

（2
（

（
８
）「
物
」
と
は
、
諸
関
係
の
中
で
の
心
の
具
体
的
な
動
き
で
あ
り
、
随
伴
す
る
知
と
一
体
と
な
っ
た
秩
序
あ
る
感
情
、
心
の
作
用
、
働

き
の
実
態
で
あ
る
。「
格
」
に
は
「
通
（
と
お
る
）」
の
意
味
が
あ
る
。「
本
体
」
を
は
っ
き
り
と
身
に
つ
け
る
と
、
四
気
（
喜
怒
哀
楽
）

の
流
行
は
（
知
も
寄
り
添
い
）
そ
の
秩
序
を
保
ち
「
そ
の
ま
ま
に
造
化
」
の
は
た
ら
き
を
す
る
。
こ
れ
（「
物
」
に
本
体
の
主
宰
性
が
貫

通
す
る
）
を
格
物
と
い
う
。
格
物
が
な
さ
れ
な
い
と
、
四
気
が
乱
れ
、
溢
れ
て
「
七
情
の
喜
怒
哀
楽
」
と
な
っ
て
乱
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ

は
「
知
」
が
原
因
で
あ
る
。
だ
か
ら
致
知
が
「
在
格
物
」
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
な
の
だ
。（

（3
（

そ
し
て
、
後
儒
は
間
違
っ
て
「
紛
紜
と

し
て
応
感
し
て
交
わ
る
所
の
物
」
―
心
が
事
物
と
対
応
、
交
渉
し
て
い
る
対
象
を
「
物
」
と
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

上
述
の
宗
羲
の
格
物
説
は
、
本
末
格
物
説
を
受
用
し
管
東
溟
の
本
末
論
に
沿
い
な
が
ら
述
べ
て
い
る
。
宗
羲
は
「
末
」
の
「
家
国
天

下
」（
に
於
け
る
関
係
態
＝
事
物
）
を
「
心
」
に
吸
収
し
、
更
に
「
本
を
先
に
し
て
末
を
後
に
す
」
と
加
筆
強
調
し
、「
本 

→ 

末
」
の
一

貫
性
・
秩
序
性
を
際
立
た
せ
「
本
」
の
存
在
の
意
味
を
一
層
明
瞭
厳
密
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
実
が
念
台
の
「
慎
独
」
の
功
夫
と
し
て
い

る
。
宗
羲
の
格
物
説
は
、「
格
」
は
「
通
」、「
物
」
は
「
物
有
本
末
」
の
物
、
と
一
応
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
本
末
格
物
説
に
準
拠
す
る
の

で
あ
る
。

　

宗
羲
の
格
物
説
で
本
末
論
を
展
開
す
る
中
で
、
引
用
し
て
い
た
管
東
溟
の
本
末
格
物
説
は
『
石
経
大
学
』
依
拠
す
る
。
こ
れ
は
当
時
か

ら
豊
坊
の
偽
作
と
さ
れ
、
宗
羲
も
（
黄
集
⑩
南
寓
別
伝
）
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
末
格
物
説
は
認
め
て
い
る
と
言
え
る
。（

（3
（

『
石
経
大
学
』

の
本
末
格
物
説
の
本
末
関
係
は
「
本 

→ 

末
」
の
一
貫
的
序
列
・
秩
序
関
係
と
な
る
特
性
を
示
す
。
つ
ま
り
「
本
」
の
主
宰
性
が
「
末
」

の
諸
事
象
に
下
達
・
通
達
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
（
陽
明
の
）
渾
一
未
分
の
本
末
関
係
で
は
な
く
、
予
め
本
末
関
係
、「
本
―
末
」
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の
間
に
分
別
意
識
を
織
り
込
み
許
容
す
る
一
貫
的
分
別
の
関
係
態
で
あ
る
。
宗
羲
は
、
こ
れ
に
沿
っ
て
念
台
の
慎
独
説
を
説
明
し
た
の
で

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
後
儒
」
の
「
紛
紜
応
感
所
交
之
物
」
で
あ
る
、「
吾
心
」
が
「
陪
奉
（
仕
え
奉
る
）」
す
る
対
象
（
黄
集
①
110
）
と
な
る

程
朱
学
の
事
物
、
ま
た
「
意
所
在
の
物
」
の
陽
明
心
学
の
「
已
発
の
意
念
の
在
る
所
」
の
事
物
と
は
異
な
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
宗
羲

は
本
末
格
物
説
の
本
末
関
係
態
か
ら
従
来
の
儒
者
の
格
物
論
を
判
断
す
る
。「
理
を
天
地
万
物
に
帰
し
」、
ま
た
「
明
覚
を
一
己
に
帰
す
」

こ
と
は
、
理
と
心
を
二
分
し
て
い
る
の
で
「
支
離
の
病
」
に
陥
る
。
こ
れ
は
程
朱
学
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
ろ
う
。
対
し
て
陽
明
の
「
良

知
即
天
理
」
に
対
し
て
は
、「
天
性
と
明
覚
が
一
事
」
と
限
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　

故
に
瞿
汝
稷
の
「
格
物
訓
」
に
あ
る
説
明
、
即
ち
『
儀
礼
』
の
大
射
の
際
の
立
ち
位
置
の
印
（
物
）
を
基
準
に
す
る
こ
と
は
、
自
己
の

心
と
は
別
に
理
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
世
儒
＝
程
朱
学
の
「
一
草
一
木
に
も
理
が
存
在
」
す
る
と
い
う
認
識
と
等
し
い
と
す
る
。
つ

ま
り
、
宗
羲
は
「
理
」
と
「
心
」
が
分
裂
し
た
程
朱
学
の
格
物
説
を
否
定
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
も
の
と
し
て
『
石
経
大
学
』
の
本
末

格
物
説
に
内
在
す
る
本
末
分
別
構
造
を
受
用
す
る
の
で
あ
る
。
本
末
格
物
説
の
「
物
有
本
末
」
は
「
本
」
は
「
末
」
を
「
包
括
」
で
き
る

が
、「
末
」
の
方
か
ら
は
「
本
」
を
擁
立
・
確
立
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
方
向
的
「
下
達
」
の
関
係
態
と
な
る
。
故
に
『
大
学
』
で
は

「
知
所
先
後
」
と
あ
り
、
宗
羲
は
更
に
「
本
を
先
に
し
末
を
後
に
す
」
と
強
調
し
、
功
夫
は
頓
悟
に
頼
ら
ず
漸
進
し
推
入
し
て
慎
独
に
結

実
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
宗
羲
の
格
物
説
は
、
基
本
的
に
本
末
格
物
説
で
あ
り
、
本
末
関
係
の
一
貫
性
・
秩
序
性
を
強
調
す
る
傾
向

を
示
す
。
こ
の
本
末
格
物
説
は
『
石
経
大
学
』
の
出
現
に
よ
り
明
末
想
界
に
広
汎
に
周
知
の
事
と
な
っ
た
。
念
台
は
『
石
経
大
学
』
に
強

く
影
響
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
念
台
の
本
末
格
物
説
を
検
討
し
、
宗
羲
へ
の
継
承
内
容
を
確
認
し
た
い
。

　

念
台
は
、
七
十
二
の
格
物
説
の
中
で
「
格
」
を
「
至
る
」
と
す
る
朱
子
の
説
を
「
長
（
す
ぐ
れ
る
）」
と
し
て
い
る
が
、
一
草
一
木
・

一
事
一
物
へ
の
窮
理
に
追
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
「
游
騎
の
無
帰
」（
自
己
疎
外
）
に
陥
り
「
知
本
」
の
面
が
弱
い
と
い
う
。（

（3
（

ま
た
念

台
は
朱
子
学
に
対
し
て
は
「
未
発
を
性
と
す
る
の
は
逃
空
墮
幻
の
見
」（

（3
（

と
し
て
朱
子
学
の
「
未
発
の
性
」
重
視
を
根
本
的
に
批
判
す
る
。

そ
の
上
で
念
台
は
格
物
の
要
を
「
知
本
」
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

　
「
格
物
は
天
下
の
物
を
格
尽
す
と
雖
も
、
然
ど
も
其
の
要
は
只
だ
是
れ
本
を
知
る
の
み
。
蓋
し
物
は
万
有
れ
ど
も
本
は
則
ち
一
な
り
。」
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（
劉
集
Ⅲ
377
復
李
二
河
）

　

そ
し
て
「
物
は
万
に
し
て
本
は
則
ち
一
」、
万
事
万
物
は
「
一
者
」
に
集
約
さ
れ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
理
気
を
気
に
一
元
化
し

（
（3
（

理
一
分

殊
の
構
図
の
も
と
（
劉
集
Ⅲ
342
答
履
思
十
四
）、「
理
一
」（
劉
集
Ⅳ
108
）
即
ち
至
善
の
性
体
の
「
一
者
」
が
「
本
」
と
し
て
認
定
さ
れ
る

「
意
」
と
は
、
至
善
帰
宿
の
基
地
で
あ
る
。
知
本
の
「
本
」
は
「
意
」
→
「
心
」
→
「
身
」
→
「
家
国
天
下
」
に
通
貫
し
、
功
夫
は
格
致

か
ら
始
ま
り
、
格
物
は
「
そ
の
物
本
末
有
る
の
物
に
格
る
（
と
お
る
）」
で
あ
り
そ
の
核
と
な
る
の
が
「
止
至
善
」
と
い
う
。（

（3
（

こ
の
「
物

有
本
末
」
の
「
物
」
＝
「
身
―
家
国
天
下
」
に
対
応
す
る
功
夫
は
、「
修
身
」
が
「
本
」
に
あ
た
る
。（

（3
（

こ
の
知
本
は
、
誠
意
に
よ
り
「
一

者
」
の
主
宰
性
を
確
立
す
る
。
時
間
・
状
態
で
換
言
す
れ
ば
「
未
発
」・
静
、（

（3
（

で
あ
る
が
、「
所
存
」
＝
常
時
主
宰
者
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
い
う
。

　
「
至
于
本
末
一
貫
之
説
、
先
儒
謂
本
末
只
是
一
物
。
葢
言
物
則
無
所
不
該
。
盈
天
地
之
間
、
惟
万
物
而
必
有
一
者
以
為
之
主
。
故
格
物

之
始
、
在
万
上
用
功
、
而
格
物
之
極
、
在
一
上
得
力
。
所
謂
即
博
即
約
者
也
、
博
而
反
約
則
知
本
矣
。
本
者
止
之
地
、
知
本
則
知
至
而
知

止
、
故
授
之
以
意
誠
、
意
誠
則
心
之
主
宰
処
、
止
于
至
善
而
不
遷
矣
。
故
意
以
所
存
言
非
以
所
発
言
也
。
止
善
之
量
、
雖
通
乎
身
心
国
家

3

3

3

3

3

3

天
下

3

3

、
而
根
拠
処
只
主
在
意
上
。」（
劉
集
Ⅲ
373
答
葉
潤
山
三
）

　

念
台
の
格
物
説
は
、
本
末
格
物
説
で
あ
り
、「
格
」
は
（
本
末
に
）「
通
」（
劉
集
Ⅲ
373
答
葉
潤
山
）「
物
」
は
「
物
有
本
末
」
の
「
物
」

で
あ
る
。
こ
れ
が
宗
羲
に
継
承
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

第
四
章
　
本
末
格
物
説
と
『
石
経
大
学
』
の
思
潮

　

本
末
格
物
説
の
本
末
分
別
構
造
を
通
し
て
念
台
・
宗
羲
の
「
知
本
」
重
視
を
確
認
し
て
き
た
。
で
は
、
日
初
の
私
淑
の
師
で
あ
る
高
忠

憲
の
思
想
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
宗
羲
は
、
念
台
か
ら
忠
憲
が
「
禅
に
出
入
」
し
て
い
る
と
の
教
示
を
受
け

て
よ
り
（
明
儒
・
巻
62
蕺
山
学
案
）、
忠
憲
と
念
台
と
を
容
易
に
融
合
さ
せ
な
か
っ
た
。
日
初
が
「
高
劉
両
先
生
」
と
称
し
た
念
台
と
忠

憲
の
思
想
が
共
通
す
る
内
容
を
確
認
し
、
日
初
の
意
図
を
考
察
し
た
い
。

　

日
初
は
、
両
者
の
思
想
の
合
致
を
悟
修
論
で
論
じ
、
忠
憲
の
学
問
は
「
悟
」
に
得
て
お
り
、
格
物
を
宗
旨
と
し
、「
物
」
は
「
形
に
成
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る
」（
抽
象
的
な
も
の
で
は
な
く
形
而
下
・
具
体
的
な
事
物
）、「
格
」
は
「
其
の
極
に
窮
め
至
る
」、「
物
格
れ
ば
天
然
の
則
、
見
わ
る
」

と
述
べ
、
ま
た
忠
憲
の
「
困
学
記
」（
高
書
・
巻
三
）
の
「
旅
舎
の
一
悟
」（
程
明
道
の
「
万
変
在
人
、
実
無
一
事
」）
を
引
用
し
「
省

（
悟
）」
を
強
調
し
て
い
る
（
惲
集
164
高
劉
両
先
生
正
学
説
）。

　

そ
し
て
日
初
は
念
台
の
「
大
学
言
修
身
為
本
、
中
庸
亦
曰
本
諸
身
、
而
推
本
於
知
天
知
人
、
並
心
意
知
物
、
一
斉
穿
貫
矣
。」（
劉
集
Ⅱ

146
学
言
下
）
を
示
し
、
そ
こ
に
「
知
本
」
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
忠
憲
の
「
格
物
而
不
知
本
、
不
謂
物
格
。
知
本
之
謂
格
物
」（
高
書
・

巻
一
・
語
４
ａ
）
を
並
記
し
「
此
れ
大
学
の
本
旨
、
先
師
の
言
を
合
わ
せ
て
益
す
彰あ

ら
わ

る
。」（
惲
集
306
）
と
述
べ
て
い
る
。
日
初
は
両
先
生

を
「
知
本
」
の
観
点
で
合
致
す
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
念
台
自
身
は
「
知
本
」
重
視
の
点
で
の
共
通
は
認
め
る
が
、
誠
意

説
で
は
異
な
る
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
（
劉
集
Ⅲ
498
答
張
生
考
甫
二
）。

　

忠
憲
の
「
知
本
」
の
格
物
は
、
基
本
的
に
は
程
朱
学
に
準
拠
し

（
（3
（

「
格
者
、
止
也
通
也
正
也
。」
と
す
る
格
物
説
で
あ
る
が
崔
銑
の
『
大

学
』
更
本
を
支
持
し
て
お
り
（
高
書
・
巻
三
大
学
首
章
広
義
）、
本
末
格
物
説
で
は
な
い
。
ま
た
「
心
」
を
重
視
し
、
心
と
理
の
一
体
化

を
志
向
し
た
格
物
説

（
（3
（

で
あ
る
が
、
儒
釈
の
分
岐
点
を
明
瞭
に
「
天
理
」「
本
天
の
学
」
と
す
る
程
朱
学
の
立
場
で
あ
っ
た
。（

（4
（

故
に
日
初
は

程
朱
学
の
継
承
者
と
し
て
認
識

（
（4
（

し
て
い
る
。
日
初
も
同
様
に
非
本
末
格
物
説
で
あ
る
が
、
前
（
第
二
章
）
に
述
べ
た
よ
う
に
、
漸
進
的
で

は
な
く
直
に
「
所
以
然
の
故
」
の
見
得
を
目
指
し
、
忠
憲
と
異
な
る
。
日
初
の
格
物
説
は
、
如
何
な
る
特
色
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
に
日
初
の
思
想
の
概
略
を
示
し
た
よ
う
に
「
格
物
＝
見
物
之
則
」
で
あ
っ
た
。「
物
物
之
則
」、
万
事
万
物
の
則
（
分
殊
）
を
「
一
心

之
則
」（
理
一
）、
我
心
の
「
性
体
」
に
於
い
て
集
約
す
る
。（

（4
（

「
心
」
が
「
本
」
と
な
っ
て
お
り
、「
知
本
」
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
前
述
の
李
長
祥
が
「
現
成
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
日
初
の
「
物
則
を
見
る
」
と
い
う
格
物
説
は
、
現
在
具
有
す
る
「
心
の
則
＝
天

則
」、
そ
れ
を
「
放
下
」
に
よ
り
存
在
を
露
に
し
て
い
る
「
至
善
」
本
体
そ
の
ま
ま
に
見
得
す
る
。「（
至
善
に
）
至
る
」
と
い
う
過
程
を

省
い
た
「
窮
理
」
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
直
接
、
現
在
に
主
宰
性
を
鮮
明
に
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

日
初
の
格
物
説
は
、
事
物
の
理
を
「
一
心
」
に
集
約
し
、
そ
の
本
体
＝
至
善
を
究
め
る
と
い
う
主
張
の
文
言
だ
け
で
判
断
す
れ
ば
忠
憲

と
類
似
す
る
が
思
想
の
体
質
は
異
な
る
。（

（4
（

つ
ま
り
忠
憲
の
よ
う
に
未
発
の
涵
養
体
認
、
ま
た
漸
進
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
已
発
の
場
、

現
在
を
重
視
す
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
日
初
の
格
物
説
は
、
非
朱
・
非
王
・
非
本
末
格
物
説
で
あ
り
已
発
・
現
在
重
視
と
い
っ
た
特
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性
を
示
す
。
宗
羲
が
当
時
の
思
潮
の
中
で
「
独
自
性
」
を
指
摘
し
て
い
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
意
」
は
「
所
存
・
未
発
の
意
」
で
は

な
く
「
所
発
の
意
念
」
で
あ
り
、
師
劉
念
台
の
誠
意
説
に
賛
同
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
知
本
」
重
視
の
志
向
に
は
、
本
末
格
物
説
の
本
末
分
別
構
造
が
適
合
す
る
。
当
時
の
思
想
界
に
関
連
さ
せ
る
と
『
石
経
大

学
』
の
受
用
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
念
台
を
例
に
し
て
考
察
し
た
い
。
先
ず
『
石
経
大
学
』
の
特
色
の
要
点
を
述
べ
て
お
く
と
、

『
古
本
大
学
』
の
三
綱
領
―
「
古
之
欲
明
明
德
於
天
下
者
～
致
知
在
格
物
」
の
八
条
目
―
次
ぎ
に
「
物
有
本
末
、
事
有
終
始
。
知
所
先
後

則
近
道
矣
。」
と
配
置
し
、「
在
格
物
」
に
「
物
有
本
末
、
事
有
終
始
」
を
直
結
さ
せ
て
、「
格
物
」
の
「
物
」
の
解
釈
に
明
瞭
な
整
合
性

を
与
え
、
朱
子
の
格
物
補
伝
も
不
必
要
と
な
る
。（

（4
（

念
台
は
豊
坊
偽
作
の
『
石
経
大
学
』
を
後
に
は
「
贋
鼎
」
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
晩
年

六
十
八
才
ま
で
関
心
を
寄
せ
「
文
理
益
す
完
整
な
る
を
覚
ゆ
」（
劉
集
Ⅰ
607
大
学
古
文
参
疑
68
才
）
と
賛
同
受
容
し
て
い
る
。
た
だ
念
台

は
「
疑
案
」「
参
疑
」
を
示
し
『
大
学
』
に
確
乎
と
し
た
解
釈
を
示
し
得
ず
、『
大
学
』
に
関
す
る
種
々
の
説
・
更
本
は
全
て
「
疑
案
」
と

し
、「
宗
周
、
書
を
読
み
晩
年
に
至
る
ま
で
、
終
に
大
学
に
釈
然
た
る
能
わ
ず
。」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
石
経

大
学
』
へ
の
傾
倒
は
継
続
し
て
お
り

（
（4
（

最
晩
年
に
至
る
ま
で
本
末
格
物
説
の
構
造
は
保
持
し
て
い
る
。（

（4
（

確
定
し
が
た
い
と
吐
露
す
る
の
は

「
物
」
を
如
何
に
定
義
す
る
か
、
つ
ま
り
現
実
の
歴
史
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
、
把
握
す
る
か
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
の
証
し

で
あ
ろ
う
。（

（4
（

念
台
は
そ
の
中
で
王
心
斎
の
格
物
説
を
「
淮
南
を
以
て
正
」（
前
出
）
と
評
価
し
、『
石
経
大
学
』
を
受
容
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
王
心
斎
の
本
末
格
物
説
と
『
石
経
大
学
』
は
当
時
の
思
想
界
で
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。（

（4
（

『
石
経
大

学
』
は
一
五
六
四
年
（
嘉
靖
43
）
に
突
如
思
想
界
に
出
現
し
て
き
た
。（

（4
（

当
初
か
ら
偽
作
と
さ
れ
て
い
た
が
整
合
性
が
評
価
さ
れ
、（

（5
（

念
台
の

師
の
許
敬
庵
（
一
五
三
五
～
一
六
〇
四
）
は
、『
石
経
大
学
』
の
先
行
と
し
て
心
斎
の
本
末
格
物
説
を
認
識
し
て
い
る
（『
大
学
述
支
言
』

46
ｂ
）。
ま
た
管
東
溟

（
（5
（

は
特
異
な
三
教
一
致
を
説
い
て
王
心
斎
を
激
し
く
批
判
し
な
が
ら
も
、（

（5
（

同
様
に
「
先
行
」
と
認
識
し
、『
石
経
大

学
』
を
顕
彰
し
た
。『
石
経
大
学
』
と
の
共
通
の
要
点
は
、「
格
物
の
物
は
物
有
本
末
の
物
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
心
斎
は
「
大
学
は
是
れ

経
世
の
完
書
」
と
し
「
自
天
子
以
至
於
庶
人
数
句
、
是
釈
格
物
致
知
之
義
。」「
格
物
、
即
物
有
本
末
之
物
。」（
心
集
・
巻
三
・
語
録
）
と

述
べ
た
。
一
方
、『
石
経
大
学
』
で
は
「
格
物
」
が
「
物
有
本
末
、
事
有
終
始
」
と
直
結
し
て
お
り
、「
物
」
の
定
義
が
安
定
し
、
格
物
の

解
釈
が
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。
許
敬
庵
、
管
東
溟
も
そ
の
点
を
認
識
し
、
王
心
斎
の
本
末
格
物
説
（
淮
南
格
物
説
）
を
理
解
し
た
。
両
者
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の
評
語
を
以
下
に
記
す
。

許
敬
庵
：「
其
謂
自
天
子
以
至
於
庶
人
数
語
、
正
釈
格
物
、
則
王
心
斎
氏
嘗
言
之
。
余
（
許
敬
庵
）
聞
其
説
三
十
余
年
矣
。
心
斎
曰
、
格

物
者
格
其
物
有
本
末
之
物
。」（『
大
学
述
支
言
』
47
ａ
）」

管
東
溟
：「
物
有
本
末
、
是
格
物
義
、
知
所
前
後
、
是
致
知
義
。
泰
州
王
氏
艮
已
先
言
之
、
非
以
見
石
経
故
也
。
理
不
容
逃
耳
。」（『
石
経

大
学
測
義
』
下
56
ａ
）

　

念
台
も
心
斎
の
本
末
格
物
説
を
「
其
の
端
を
啓
く
」
先
行
と
し
て
認
定
し
て
お
り
、
師
敬
庵
の
認
識
と
同
様
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。（

（5
（

　
「
必
ず
修
身
以
下
を
分
け
て
格
致
の
伝
と
為
す
者
は
、
心
斎
王
氏
其
の
端
を
啓
く
。
而
ど
も
未
だ
其
の
説
を
竟
め
ず
。
愚
嘗
て
竊
に
其

の
義
を
取
る
者
な
り
。」（
劉
集
Ⅰ
640
大
学
古
記
約
義
・
大
学
・
章
句
）

念
台
は
心
斎
の
本
末
格
物
説
を
認
め
『
石
経
大
学
』
を
受
容
し
、「
知
本
」
を
目
指
し
な
が
ら
更
に
心
斎
の
誠
意
説
が
意
念
不
分
で
「
未

完
成
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、「
所
存
の
意
」
の
「
誠
意
」
を
提
唱
し
、
主
宰
性
の
「
在
り
処
」
を
鮮
明
に
打
ち
出
す
の
で
あ
る
。

　
「
後
儒
の
格
物
の
説
、
当
に
淮
南
を
以
て
正
と
為
す
。（
心
斎
）
曰
く
、
身
の
本
為
り
て
家
国
天
下
の
末
為
る
を
格
知
す
、
と
。
予
請
う

之
を
申
べ
て
曰
く
、
誠
意
の
本
為
り
て
正
修
齊
治
平
の
末
た
る
を
格
知
す
、
と
。」（
劉
集
Ⅱ
448
学
言
下
）

　

こ
れ
は
心
斎
の｢

本
末
格
物
説
―
誠
意
説｣

の
徹
底
と
も
言
え
る
。
そ
れ
は
何
故
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
こ
の
誠
意
説
が
心
斎
の

本
末
格
物
説
を
継
承
し
た
王
一
庵
の
誠
意
説
と
同
案
で
あ
る
こ
と
を
宗
羲
は
「
泰
州
の
書
、
至
理
の
在
る
所
に
し
て
、
謀
ず
し
て
合
す
」

（
黄
集
⑩
先
師
蕺
山
先
生
文
集
序
）
と
述
べ
て
い
た
が
、
な
ぜ
「
謀
ら
ず
合
致
」
で
あ
っ
た
の
か
。
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
心
斎
の
本
末
格
物
説
と
『
石
経
大
学
』
は
本
末
分
別
構
造
が
共
通
す
る
。
一
庵
と
念
台
は
同
様
の
構
造
を
土
台
と
し

て
い
る
。
そ
こ
か
ら
一
庵
、
念
台
が
同
案
の
誠
意
説
を
提
唱
し
た
。
つ
ま
り
と
も
に
王
心
斎
の
誠
意
説
の
修
正
と
言
え
る
。
そ
う
す
る
と

一
庵
と
念
台
の
誠
意
説
は
「
謀
ら
ざ
る
」
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
五
章
　
終
わ
り
に
―
明
末
清
初
期
思
潮
と
本
末
格
物
説

　

念
台
と
一
庵
の
同
案
の
誠
意
説
は
、
共
に
心
斎
本
末
格
物
説
に
立
脚
す
る
。
そ
こ
か
ら
何
故
、
意
念
分
離
の
誠
意
説
が
生
じ
て
き
た
の
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か
検
討
し
た
い
。
共
通
す
る
構
造
・
条
件
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
ず
「
王
心
斎
―
王
一
庵
の
関
係｣

か
ら
検
討
す
る
。
心
斎
は
無
善
無
悪
を
説
か
ず
、
本
末
の
分
別
意
識
を
許
容
す
る
関
係
の
下
で

「
身
・
本
」
の
「
至
善
の
性
体
」
の
主
宰
性
を
「
家
国
天
下
・
末
」
に
顕
示
・
発
揮
・
通
達
し
て
秩
序
化
を
進
め
る
。

　

陽
明
の
格
物
の
「
物
」
は
「
意
（
＝
意
念
）（

（5
（

の
在
る
所
」
で
あ
る
。「
無
善
無
悪
」
の
無
的
（
無
定
体
・
無
執
着
・
無
分
別
・
無
作
為
）

性
格
を
必
須
と
し
、
本
末
、
主
客
、
内
外
、
未
発
已
発
、
寂
感
、
体
用
な
ど
の
関
係
態
を
渾
一
未
分
と
し
た
現
在
の
「
現
場
」
に
於
い
て

主
宰
性
の
執
行
、
自
律
、
節
度
・
規
範
創
出
が
行
わ
れ
る
。
心
斎
の
本
末
格
物
説
は
本
末
分
別
意
識
を
織
り
込
む
一
貫
的
思
惟
の
場
で
あ

る
か
ら
陽
明
の
渾
一
的
思
惟
の
「
現
場
」
と
土
台
を
異
に
し
、
そ
の
影
響
は
全
て
の
関
係
態
・
工
夫
の
あ
り
方
に
も
及
ぶ
。
そ
こ
で
渾
一

的
思
惟
の
無
的
性
格
の
陽
明
の
格
物
・
誠
意
は
説
き
難
く
な
り
、
正
心
・
誠
意
・
致
知
の
工
夫
は
個
々
に
分
立
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
劉

斯
源
は
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。

　
「
但
だ
陽
明
の
、
物
を
以
て
意
中
の
事
と
為
し
、
格
物
を
以
て
事
を
正
す
と
為
す
、
又
た
誠
意
を
先
に
し
て
以
て
格
物
す
等
の
語
は
、

（
王
心
斎
）
先
生
絶
口
し
て
之
に
及
ば
ず
。」（『
大
学
古
今
本
通
考
』
巻
八
・
万
暦
36
年
後
序
）

　

心
斎
の
一
貫
的
思
惟
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
善
悪
の
生
起
す
る
意
念
已
発
の
現
場
は
渾
沌
の
現
場
で
あ
る
。（

（5
（

そ
こ
で
の
本
体
確
立
の

「
戒
慎
恐
懼
」
を
内
実
と
す
る
「
誠
意
」
は
、「
意
思
を
附
着
」
し
て
「
真
体
」
を
対
象
化
し
「
助
長
」
の
弊
害
が
出
て
し
ま
う
と
い
う

（
心
集
・
答
問
九
）。
心
斎
の
本
末
格
物
説
が
、
意
念
未
分
の
誠
意
説
に
於
い
て
本
末
の
分
別
意
識
を
滑
り
込
ま
せ
人
為
の
干
渉
を
構
造
的

に
許
容
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
十
全
な
主
宰
性
の
発
揮
を
保
証
で
き
な
い
。
故
に
意
念
未
分
の
誠
意
説
は
「
未
妥
貼
（
不
適
当
）」

と
述
べ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
心
斎
は
そ
の
条
件
下
で
の
主
宰
性
を
「
現
成
」
と
し
、「
現
在
」
に
存
在
し
具
有
す
る
「
至
善
の
性
体
」

の
主
宰
性
を
即
座
に
顕
現
発
揮
す
る
こ
と
で
確
保
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
庵
は
心
斎
に
「
遠
慮
」
は
し
な
い
と
し
て
「
所
発
の
意
念
」
に
依
拠
し
な
い
新
た
な
誠
意
説
を
主
張
す
る
。（

（5
（

一
庵
は
「
意
（
＝
意

念
）」
を
「
意
」
と
「
念
」
に
分
別
し
、「
心
之
所
発
」「
心
之
発
動
」「
念
動
」
を
「
意
（
意
念
）」
と
す
る
陽
明
・
心
斎
の
誠
意
の
工
夫

は
、
無
効
と
認
定
し
た
の
で
あ
る
。
已
発
の
意
念
で
は
情
念
に
引
き
流
さ
れ
誠
意
の
工
夫
に
於
け
る
主
宰
性
の
顕
現
発
揮
は
追
い
つ
け
な

い
か
ら
で
あ
る
。（

（5
（

そ
こ
で
一
庵
は
「
意
」
を
「
心
の
主
宰
」
と
し
て
抽
出
し
、
心
に
相
即
し
て
「
定
向
」
を
示
し
「
心
虚
霊
中
に
確
然
と
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し
て
主
宰
性
」
を
顕
現
す
る
と
定
義
し
た
。
こ
う
し
て
心
斎
の
誠
意
説
に
伴
う
已
発
の
場
の
主
宰
性
顕
現
不
備
を
解
消
し
、
ま
た
意
念
不

分
離
の
王
陽
明
誠
意
説
か
ら
離
脱
し
た
の
で
あ
る
。

「
蓋
し
身
の
主
宰
よ
り
し
て
言
え
ば
之
を
心
と
謂
い
、
心
の
主
宰
よ
り
し
て
言
え
ば
、
之
を
意
と
謂
う
。
心
は
則
ち
虚
霊
に
し
て
善
く

応
じ
、
意
は
定
向
有
り
て
中
に
涵
る
。」（
正
集
二
一
）

　

一
庵
は
誠
意
説
を
意
＝
独
、
誠
＝
慎
と
し
、「
不
覩
不
聞
」（『
中
庸
』）
を
「
独
」、「
戒
慎
恐
懼
」
を
「
慎
」
と
す
る
慎
独
と
誠
意
を
同

義
と
す
る
。「
動
念
の
後
」
の
功
夫
で
は
な
く
本
体
確
立
の
功
夫
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
庵
の
誠
意
説
は
未
発
本
体
の
意
志
を
顕
現
し
明
確
に
す
る
。
故
に
物
格
知
至
で
「
知
本
」
し
、「
主
意
」（
良
知
本
体
の

意
志
）
を
「
執
定
」
し
、
切
実
に
実
践
し
て
「
立
本
」
す
る
中
核
の
工
夫
で
あ
る
と
強
調
す
る
。（

（5
（

心
斎
誠
意
説
の
已
発
領
域
に
お
け
る
主

宰
性
不
確
定
に
対
し
て
、
渾
一
の
「
現
場
」
か
ら
一
歩
身
を
引
い
て
、
誠
意
を
慎
独
に
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
回
避
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
ぎ
に
「
王
心
斎
―
劉
念
台
の
関
係
」
を
検
討
す
る
。
念
台
は
四
句
教
の
「
無
善
無
悪
是
心
之
体
」
を
批
判
し
、
非
渾
一
の
一
貫
的

思
惟
の
基
盤
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
。
故
に
主
宰
性
を
喪
失
さ
せ
る
未
発
已
発
未
分
一
味
の
現
場
に
見
ら
れ
る
「
易
簡
直
裁
」
の
頓
悟
を
批

判
し
て
い
る
。（

（5
（

念
台
は
「
至
善
の
性
体
」
を
強
調
す
る
。
主
宰
性
が
、
実
践
主
体
の
諸
相
に
お
い
て
顕
現
し
、
執
行
さ
れ
、
人
心
を
正
し

「
人
で
あ
る
所
以
」
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。「
無
善
に
し
て
至
善
は
、
心
の
体
」「
至
善
は
本
り
無
善
」（
劉
集
Ⅱ
『
人
譜
』
人
譜
正

篇
）
と
説
い
て
節
度
人
倫
・
規
矩
準
縄
尊
重
の
志
向
を
示
し
、
横
行
し
た
「
現
成
」
の
膨
張
を
抑
制
し
た
の
で
あ
る
。（

（6
（

　

そ
の
場
合
、
陽
明
の
意
念
未
分
の
誠
意
説
で
は
、
世
間
の
良
知
現
成
説
を
説
く
人
士
の
「
猖
狂
自
恣
」、「
支
離
」（
主
宰
性
分
裂
）、
人

倫
軽
視
の
弊
害
に
対
し
て
、
無
効
で
あ
る
と
す
る
（
劉
集
Ⅱ
261
證
学
雜
解
25
）。
そ
れ
は
陽
明
が
、「
意
」
を
誤
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

と
い
う
。（

（6
（

つ
ま
り
意
念
未
分
が
原
因
と
す
る
（
劉
集
Ⅴ
72
伝
信
録
・
巻
三
）。「
意
」
が
、「
妄
」
で
あ
る
「
無
主
」（
劉
集
Ⅱ
337
答
董
生
心

意
十
問
６
）
の
起
滅
の
「
念
」
に
引
き
込
ま
れ
る
と
認
識
す
る
か
ら
で
あ
る
。（

（6
（

そ
こ
で
已
発
の
「
念
」
と
分
離
し
て
新
た
に
「
意
」
を

「
所
存
」（
未
発
已
発
・
動
静
の
概
念
を
超
え
た
存
在
）
と
し
、
主
宰
性
を
確
保
す
る
。（

（6
（

念
台
は
「
心
の
所
発
の
意
念
」、
そ
の
誠
意
説
が
、

主
宰
性
確
立
顕
現
に
お
い
て
一
番
の
障
害
で
あ
っ
た
。
陽
明
・
心
斎
の
誠
意
説
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
念
台
は
心
斎
の
本
末
格
物
説
・

誠
意
説
に
止
ま
ら
な
い
で
一
歩
進
め
て
意
念
分
離
の
誠
意
説
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
王
一
庵
と
同
様
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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主
宰
性
の
顕
現
・
強
調
に
於
い
て
は
本
末
格
物
説
―
一
貫
的
本
末
分
別
構
造
が
適
切
で
あ
る
。
こ
の
本
末
分
別
構
造
を
保
持
、
徹
底
す

る
中
で
、
意
念
を
分
離
し
、「
未
発
・
所
存
の
意
」
の
誠
意
説
が
出
現
し
、「
知
本
」
を
強
調
す
る
。
故
に
念
台
の
「
已
発
の
意
念
」
に
対

す
る
不
信
と
警
戒
は
誠
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
東
林
学
派
で
頓
悟
漸
修
を
主
張
し
、
良
知
現
成
論
亜
流
の
心
量
過
熱
膨
張
を
抑
制
し
よ

う
と
し
た
明
末
陽
明
学
者
鄒
南
皋
（
一
五
五
一
～
一
六
四
二
）
は
、｢

石
本
（『
石
経
大
学
』）
で
も
朱
本
で
も
可
」
と
い
う
立
場
（『
語
義

合
編
』
会
語
下
）
で
あ
っ
た
が
、
念
台
は
南
皋

（
（6
（

の
意
念
未
分
、
未
発
已
発
を
未
分
と
す
る
傾
向
に
対
し
て
手
厳
し
く
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
近
時
、
鄒
吉
水
云
う
有
り
、
已
発
の
和
を
舎
い
て
、
未
発
の
中
を
求
め
ん
と
欲
す
る
は
、
孔
子
と
雖
も
能
わ
ず
、
と
。
総
て
一
意
の

字
を
出
脱
す
る
能
わ
ざ
る
が
為
な
り
。
故
に
其
の
説
、
種
種
悠
謬
た
り
。」（
劉
集
Ⅰ
456
学
言
下
）

　

以
上
か
ら
次
の
様
な
見
取
り
図
が
得
ら
れ
る
。
即
ち
万
暦
～
清
初
期
の
思
潮
に
お
い
て
、
心
斎
に
始
ま
る
本
末
格
物
説
の
思
惟
が
『
石

経
大
学
』
へ
と
連
続
す
る
と
認
識
さ
れ
、
本
末
分
別
構
造
が
主
宰
性
顕
現
に
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
検
討
し
た
人
士
に
限
る
と
、

提
唱
者
で
良
知
現
成
論
の
王
心
斎
、
陽
明
良
知
を
逸
脱
し
た
王
一
庵
、
劉
念
台
、
黄
宗
羲
、
そ
し
て
本
論
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
宋
明

先
儒
を
批
判
し
、
新
た
な
人
間
像
を
提
示
し
た
潘
平
格

（
（6
（

な
ど
思
想
傾
向
を
超
え
て
、
朱
子
学
・
陽
明
学
と
は
別
の
主
宰
性
（
至
善
の
性

体
）
の
確
立
を
志
向
し
た
の
で
あ
る
。
本
末
格
物
説
の
提
唱
は
、「
物
」
の
解
釈
に
新
た
な
展
望
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
現
実
の
複
雑
・

多
層
的
に
激
動
す
る
歴
史
社
会
の
中
で
、
朱
子
学
の
「
理
」
陽
明
学
の
「
心
」
に
任
せ
き
ら
な
い
で
歩
ま
ざ
る
を
得
な
い
時
代
の
思
索
を

反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
思
潮
の
中
で
日
初
は
念
台
と
異
な
り
意
念
已
発
の
現
場
を
原
点
と
し
、
現
在
の
具
有
す
る
主
宰
性
（
至
善
）
を
自
覚
し

（
理
学
の
範
囲
内
で
）
即
座
に
顕
現
発
揮
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。

　

惲
日
初
の
思
想
は
、
当
時
の
朱
子
学
者
・
陸
世
儀
（
一
六
一
一
～
一
六
七
二
）
が
「
今
、
海
内
の
仰
ぎ
て
宗
師
と
為
る
」（
論
学
酬
答
・

巻
二
）
と
評
し
た
念
台
の
殉
死
後
の
門
下
の
「
分
裂
」
現
象
と
も
映
る
け
れ
ど
も
、
朱
子
学
・
陽
明
学
、
東
林
学
な
ど
既
存
の
学
術
・
思

想
で
は
括
り
き
れ
な
い
明
末
清
初
期
の
時
代
思
潮
の
中
で
、
黄
宗
羲
と
一
線
を
画
し
、「
高
劉
両
先
生
」、
朱
王
、
先
儒
を
も
相
対
化
し

「
己
に
得
る
に
務
め
、
人
に
合
す
る
を
求
め
ず
。
故
に
其
の
言
、
先
儒
と
或
は
同
じ
く
し
或
は
異
に
し
」（
黄
集
⑩
惲
仲
升
文
集
序
・
前
出

注
）
て
歩
み
、
独
自
に
思
索
し
新
た
な
立
脚
点
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
地
殻
変
動
す
る
明
末
清
初
期
の
思
潮
の
表
れ
と
し
て
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認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

［
注
］（

１
）	
○
『
劉
子
節
要　

附
惲
日
初
集
』（
中
国
文
哲
研
究
院
・
２
０
１
５
）
以
下
「
惲
集
」
と
略
し
、
頁
数
を
記
す
。
惲
日
初
（
法
名
明
曇
。
武
進
人
。）

「
宋
学
を
学
び
、
劉
念
台
に
師
事
、
抗
清
復
明
の
永
明
王
の
軍
事
に
長
男
楨
と
次
男
桓
と
共
に
参
じ
、
二
子
を
共
に
失
う
。
広
東
で
の
敗
北
後
「
薙

髪
」
し
て
僧
と
な
り
、
撤
退
後
は
、
東
林
書
院
を
復
興
し
て
い
た
高
彙
旃
に
東
林
書
院
で
講
義
を
依
頼
さ
れ
た
。」（「
惲
日
初
伝
」『
忠
義
録
』。『
清

史
稿
』
列
伝
二
八
七
）。
高
彙
旃
（
字
は
世
泰
、
一
六
〇
七
～
一
六
七
七
。
高
景
逸
の
従
子
。『
清
儒
学
案
』
巻
十
四
梁
渓
二
高
先
生
学
案
・
高
先
生
）。

全
祖
望
の
「
晩
披
緇
頗
以
嗣
法
霊
隠
、
為
世
所
譏
。
然
其
人
終
属
志
士
也
。」（
鮚
埼
亭
集
・
巻
24
子
劉
子
祠
堂
配
享
碑
）
参
照
。
○
『
劉
子
節
要
』

に
関
し
て
は
王
汎
森
「
清
初
思
想
趨
向
与
《
劉
子
節
要
》
―
兼
論
清
初
蕺
山
学
派
的
分
裂
―
」（『
晩
明
清
初
思
想
十
論
』
所
収
・
２
０
０
４
）
参

照
。
○
劉
念
台
の
資
料
は
『
劉
宗
周
全
集
』（
浙
江
省
古
籍
出
版
社
）。
典
拠
の
（
劉
集
Ⅲ
～
）
は
「
第
三
冊
頁
数
」
の
意
で
あ
る
。
○
黄
宗
羲
（
字

は
太
沖
、
号
は
梨
洲
。
浙
江
省
余
姚
県
の
人
）『
黄
宗
羲
全
集
』
浙
江
古
籍
出
版
社
。「
黄
集
」
に
略
す
。「
黄
集
⑩
～
」
は
そ
の
「
第
十
冊
頁
数
」
の

略
記
で
あ
る
。『
明
儒
学
案
』
は
「
明
儒
」
に
略
す
。
○
『
一
庵
王
先
生
遺
集
』（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
）
の
内
「
会
語
正
集
」
は
「
正
集
」、｢

会
語
」

は
「
会
語
」、「
会
語
続
集
」
は
「
続
集
」、「
誠
意
問
答
」（『
明
儒
学
案
』
所
収
）
は
「
誠
意
」、『
心
斎
王
先
生
全
集
』（
崇
禎
刊
）
は
「
心
集
」、「
心

集
」
中
の
「
巻
三
答
問
補
遺
」
は
「
答
問
」
に
略
す
。
ま
た
、
資
料
中
の
傍
線
、（　

）、〔　

〕、『　

』
は
筆
者
が
記
入
。
○
本
稿
の
「
本
末
格
物

説
」
と
は
「
格
物
」
の
物
を
『
大
学
』
の
「
物
有
本
末
」
の
物
と
す
る
格
物
説
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
本
末
格
物
説
を
主
張
す
る
思
想
は
本
末
分
別

意
識
を
前
提
と
す
る
非
渾
一
の
場
で
本
末
の
次
序
を
強
調
す
る
一
貫
的
思
惟
を
特
徴
と
す
る
。
拙
稿
「
良
知
現
成
論
者
の
考
察
―
渾
一
と
一
貫
の
視

点
か
ら
―
」（
日
本
中
国
学
会
報
・
第
58
集
・
２
０
０
６
）「
陽
明
学
に
於
け
る
本
末
格
物
説
の
考
察
―
羅
念
菴
・
胡
盧
山
を
中
心
に
―
」（
活
水
論

文
集
・
第
54
集
・
２
０
１
１
）
中
純
夫
「
本
末
格
物
説
攷
」（
日
本
中
国
学
会
報
・
第
62
集
・
２
０
１
０
）
参
照
。
○
本
稿
は
拙
稿
「
劉
念
台
の
王
心

斎
格
物
説
評
価
に
つ
い
て
」（
活
水
論
文
集
・
第
58
集
・
２
０
１
５
）
の
続
編
に
あ
た
る
。

（
２
）	「
断
髪
之
令
、
屈
於
威
武
、
惟
死
足
以
拒
断
」（
黄
集
⑩
286
）、「
近
年
以
来
、
士
之
士
節
者
、
多
逃
之
釈
氏
」（
黄
集
⑩
649
）
参
照
。

（
３
）	

祝
淵
、
字
は
開
美
、
浙
江
海
寧
の
人
。
一
六
一
一
～
一
六
四
五
。
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（
４
）	「
今
年
（
戊
申
一
六
六
八
）
余
与
之
劇
談
昼
夜
、
尽
出
其
著
撰
。
格
物
之
解
、
多
先
儒
所
未
発
。
葢
仲
升
之
学
務
得
于
巳
、
不
求
合
於
人
。
故
其
言

与
先
儒
、
或
同
或
異
、
不
以
庸
妄
者
之
是
非
為
是
非
也
。
余
謂
之
曰
子
之
学
非
禪
学
也
。・
・
」（
黄
集
⑩
惲
仲
升
文
集
序
）

（
５
）	

王
心
斎
、
名
は
艮
、
字
は
汝
止
、
心
斎
は
号
。
一
四
八
三
～
一
五
四
〇
。
陽
明
の
高
足
。

（
６
）	
王
一
庵
、
名
は
棟
、
字
は
隆
吉
、
一
菴
は
号
。
一
五
〇
三
～
一
五
八
一
。
拙
稿
「
王
一
庵
の
思
想
―
王
心
斎
と
の
関
係
の
中
で
―
」（『
哲
学
資
源

と
し
て
の
中
国
思
想
』
所
収
・
２
０
１
３
・
研
文
出
版
）
参
照
。

（
７
）	

董
瑒
も
王
一
庵
の
誠
意
説
に
関
す
る
資
料
を
多
数
引
用
し
同
様
に
伝
え
て
い
る
。「
一
庵
氏
師
泰
州
、
伝
格
物
之
教
（
中
略
）（
劉
）
子
当
年
未
見

此
集
。」（
劉
集
Ⅵ
662
「
劉
子
全
書
鈔
述
」）

（
８
）	「
故
先
生
之
学
、
同
朱
子
之
窮
理
而
守
其
約
、
合
王
陽
明
而
挙
其
全
、
折
衷
群
論
、
以
帰
至
当
。」（『
劉
子
節
要
』
巻
十
四
行
状
）
陽
明
学
と
の
関

係
は
「
先
師
（
念
台
）
固
絶
非
姚
江
派
、
而
亦
初
無
視
別
於
姚
江
之
心
、
験
在
独
知
、
惟
其
是
而
已
」（
惲
集
164
・
答
高
子
学
憲
劉
子
節
要
及
行
状
書
）

と
あ
る
。

（
９
）	「
若
指
天
之
所
以
為
天
、
則
仍
是
一
心
矣
。」（
惲
集
308
）

（
10
）	「
纔
着
旧
一
辺
、
都
成
習
気
」（
惲
集
326
）

（
11
）	「
此
（
放
下
）
是
進
学
第
一
著
根
基
。（
中
略
）
思
者
作
聖
之
本
、
必
須
全
放
下
、
方
可
用
思
。
否
則
終
日
憧
憧
往
来
物
欲
中
、
一
切
思
惟
、
都
成

客
感
。」（
惲
集
321
）

（
12
）	「
語
默
動
静
之
理
、
即
是
一
草
一
木
之
理
、
若
両
般
、
則
凡
聖
人
所
説
身
心
性
命
与
天
下
事
事
物
物
、
都
拍
不
合
了
。」（
惲
集
323
）

（
13
）	「
凡
論
道
、
不
出
理
一
分
殊
両
者
。
知
分
殊
而
不
知
理
一
則
支
離
、
知
理
一
而
不
知
分
殊
則
儱
侗
。
其
害
道
均
也
。
凡
愚
所
言
、
多
理
一
而
不
廃
分

殊
。」（
惲
集
308
）

（
14
）	「
今
人
纔
説
覚
悟
、
便
道
是
禅
。
如
従
已
発
処
観
未
発
気
象
、
豈
不
是
要
見
得
那
物
事
。
既
見
得
、
豈
不
是
悟
。
以
禅
闢
之
、
可
乎
。（
中
略
）
如

今
学
者
総
不
読
書
、
総
不
窮
理
、
一
味
武
断
、
究
於
自
己
身
心
何
益
。
直
是
可
惜
。」（
惲
集
324
）

（
15
）	「
朱
子
曰
、
必
因
其
已
発
而
遂
明
之
省
察
之
法
也
。
吾
則
曰
必
因
其
未
発
而
遂
明
之
体
認
之
法
也
。
其
体
明
其
用
益
明
矣
。」（
高
書
・
巻
一
・
語
）

（
16
）	「
逝
者
、
聖
人
之
所
独
見
也
。
聖
人
正
於
人
所
共
見
処
、
指
出
己
（
＝
聖
人
）
所
独
見
、
要
人
当
下
豁
然
。（
中
略
）
是
真
物
格
。」（
惲
集
325
）
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（
17
）	『
天
問
閣
文
集
・
巻
三
』
李
長
祥
、
字
は
硯
斎
。
四
川
達
州
の
人
。
崇
禎
癸
未
進
士
。
一
六
一
二
～
一
六
七
九
。
抗
清
復
明
の
士
。『
埼
亭
集
外
編
』

卷
九
「
李
公
硏
斎
行
狀
」
の
補
説
に
「
高
忠
憲
・
劉
念
台
に
私
淑
し
、
禅
宗
を
排
斥
し
た
。」
と
あ
る
。

（
18
）	「
思
慮
未
起
、
不
与
已
起
相
對
、
才
有
起
時
、
便
為
鬼
神
覷
破
、
非
退
蔵
密
機
。
日
逐
応
感
、
只
默
默
理
会
、
当
下
一
念
、
凝
然
灑
然
、
無
起
無
不

起
、
時
時
覿
面
相
呈
、
時
時
全
体
放
下
、
一
切
称
機
逆
順
、
不
入
於
心
、
直
心
以
動
、
自
見
天
則
。」（『
王
畿
集
』
巻
16
万
履
菴
漫
語
）、「
須
信
本
心

自
有
天
則
方
為
主
宰
」（
同
巻
９
与
趙
尚
莘
・
一
）、「
時
時
是
真
性
直
達
、
乃
是
真
放
下
」（
同
巻
９
与
趙
尚
莘
・
三
）
参
照
。

（
19
）	「
指
意
之
渉
著
処
謂
之
物
。」（『
伝
習
録
』
巻
下
１
）
参
照
。

（
20
）	「
盈
天
地
皆
心
也
、
変
化
不
測
、
不
能
不
万
殊
。
心
無
本
体
、
功
力
所
至
、
即
其
本
体
、
故
窮
理
者
、
窮
此
心
之
万
殊
、
非
窮
万
物
之
万
殊
也
。
窮

心
則
物
莫
能
遁
、
窮
物
則
心
滞
一
隅
。」（
明
儒
・
明
儒
学
案
序
・
原
序
）

（
21
）	「
盈
天
地
間
皆
心
也
、
人
与
天
地
万
物
為
一
体
、
故
窮
天
地
万
物
之
理
、
即
在
吾
心
之
中
。
後
之
学
者
、
錯
会
前
賢
之
意
、
以
為
此
理
懸
空
於
天
地

万
物
之
間
、
吾
従
而
窮
之
、
不
幾
於
義
外
乎
」（
明
儒
・
明
儒
学
案
序
・
改
本
）

（
22
）	

瞿
汝
稷
、
字
は
元
立
。
号
は
洞
観
・
太
虚
。『
瞿
冏
卿
集
』
が
あ
る
。
管
東
溟
の
弟
子
。
一
五
四
八
～
一
六
一
〇
。
専
論
に
荒
木
見
悟
「『
指
月
録
』

の
成
立
―
瞿
元
立
の
生
涯
と
そ
の
周
辺
―
」（
一
九
八
九
年
『
中
国
思
想
史
の
諸
相
』
所
収
・
初
出
は
九
州
中
国
学
会
報
・
第
26
巻
・
１
９
８
７
）

が
あ
り
、
二
三
八
頁
「
格
物
論
」
に
よ
る
と
、
後
述
（
注
26
）
の
宗
羲
の
元
立
格
物
解
釈
は
、
自
己
の
立
場
に
引
き
つ
け
て
解
釈
し
た
こ
と
に
な
る
。

後
出
注
26
参
照
。

（
23
）	（
１
）「
瞿
汝
稷
云
、『
射
有
三
耦
（
中
略
）（
物
者
）
画
地
而
定
三
耦
応
止
之
所
、
名
之
物
也
。
故
大
学
言
物
、
是
応
止
之
所
也
。
格
至
也
。
格
物

也
者
、
至
于
所
応
止
之
所
也
。』（『
瞿
冏
卿
集
』
巻
13
格
物
訓
）
在
瞿
元
立
雖
創
言
之
、
然
与
羅
近
溪
訓
格
為
式
、
事
皆
合
式
（『
近
渓
子
集
』
巻
礼
）

為
格
物
、
字
異
而
義
則
仝
也
」。

（
24
）	（
２
）「
管
東
溟
云
、
本
末
物
也
。
本
者
無
失
其
為
本
、
末
者
無
失
其
為
末
。
格
也
従
本
逹
末
之
謂
、
致
知
得
本
貫
末
之
謂
知
至
。」（『
石
経
大
学
測

義
』
巻
上
42
ｂ
）

（
25
）	（
３
）「
夫
自
来
儒
者
、
未
有
不
以
理
帰
之
天
地
万
物
、
以
明
覚
帰
之
一
巳
。
岐
而
二
之
、
由
是
不
勝
其
支
離
之
病
。
陽
明
謂
良
知
即
天
理
、
則
天

性
明
覚
只
是
一
事
。
故
為
有
功
于
聖
学
。」
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（
26
）	（
４
）「
今
以
度
尺
而
午
、
画
物
通
于
物
、
当
物
及
物
、
通
于
格
。
是
以
天
地
万
物
公
共
之
理
為
画
物
、
以
吾
心
之
明
覚
為
当
物
及
物
、
然
後
謂
之

格
物
、
与
一
草
一
木
亦
皆
有
理
之
說
、
有
以
異
乎
。」

（
27
）	（
５
）「
大
学
言
物
有
本
末
、
葢
以
本
足
以
包
末
、
末
不
足
以
立
本
。
故
曰
知
所
先
後
先
本
而
後
末
也
。
聖
賢
工
夫
、
一
歩
歩
推
入
、
結
在
慎
独
、

只
于
本
上
、
本
立
而
道
生
、
末
処
更
不
必
照
管
。」

（
28
）	（
６
）「
若
静
遠
言
即
本
以
達
末
即
末
以
透
本
則
是
中
和
兼
致
工
夫
両
截
。
儒
者
之
弊
、
正
坐
此
耳
。」

（
29
）	（
７
）「
先
師
不
欲
言
意
為
心
之
所
発
、
離
却
意
根
一
歩
便
是
末
。
末
未
有
能
透
本
者
也
。（
静
遠
）
苟
明
夫
意
、
則
格
物
之
工
夫
、
即
在
其
中
、
更

不
必
起
爐
作
竈
也
。」

（
30
）	（
８
）「
人
自
形
生
神
発
之
後
、
方
有
此
知
。
此
知
寄
于
喜
怒
哀
楽
之
流
行
、
是
即
所
謂
物
也
。（
中
略
）
格
有
通
之
義
、
証
得
此
体
分
明
、
則
四
気

之
流
行
、
誠
通
誠
復
、
不
失
其
序
、
依
然
造
化
、
謂
之
格
物
。
未
格
之
物
、
四
気
錯
行
、
溢
而
為
七
情
之
喜
怒
哀
楽
、
此
知
之
所
以
貿
乱
也
。
故
致

知
之
在
格
物
、
確
乎
不
易
。」

（
31
）	

銭
一
本
も
偽
作
を
批
判
し
て
い
る
（『
黽
記
』
37
ａ
）。

（
32
）	「
格
物
之
説
、
相
伝
有
七
十
二
家
、
其
最
著
者
、
為
以
至
訓
格
、
朱
子
也
。（
中
略
）
然
就
大
学
前
後
本
文
熟
玩
之
、
終
以
朱
子
之
説
為
長
。（
中

略
）
但
朱
子
泛
求
物
理
、
不
免
如
游
騎
之
無
帰
、
少
疏
知
本
之
義
耳
。」（
劉
集
Ⅱ
448
学
言
下
）

（
33
）	「
朱
子
以
未
発
言
性
。
仍
是
逃
空
墮
幻
之
見
。
性
者
生
而
有
之
之
理
。」（
劉
集
Ⅱ
418
学
言
中
）

（
34
）	「
理
即
是
気
之
理
、
断
然
不
在
気
先
、
不
在
気
之
外
。
知
此
則
知
道
心
即
人
心
之
本
心
、
義
理
之
性
即
気
質
之
本
性
、
千
古
支
離
之
說
、
可
以
尽

掃
。」（
劉
集
Ⅱ
410
学
言
中
）「
盈
天
地
間
、
一
気
也
。
気
即
理
也
。」（
劉
集
Ⅱ
408
学
言
中
）
参
照
。

（
35
）	「
大
学
之
教
只
要
人
知
本
、
天
下
国
家
之
本
在
身
。
身
之
本
在
心
、
心
之
本
在
意
。
意
者
至
善
之
所
止
也
。
而
工
夫
則
従
格
致
始
。
正
致
其
知
止
之

知
、
而
格
其
物
有
本
末
之
物
、
帰
於
止
至
善
云
耳
。」（
劉
集
Ⅱ
390
学
言
上
）

（
36
）	「
大
学
言
修
身
為
本
、
中
庸
亦
曰
本
諸
身
、
而
推
本
於
知
天
知
人
、
並
心
意
知
物
、
一
斎
穿
貫
矣
。」（
劉
集
Ⅱ
461
学
言
下
）

（
37
）	「
意
為
心
之
所
存
、
正
従
中
庸
以
未
発
為
天
下
之
大
本
、
不
聞
以
発
為
本
也
大
学
之
教
只
是
知
本
、
身
既
本
于
心
、
心
安
得
不
本
于
意
、
乃
先
儒
既

以
意
為
心
之
所
発
矣
。」（
劉
集
Ⅲ
答
葉
潤
山
）
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（
38
）	「
格
者
、
止
也
、
通
也
。
正
也
。
格
物
則
隨
物
察
則
、
物
格
則
一
以
貫
之
、
格
物
必
窮
至
極
処
、
物
格
則
通
徹
無
間
、
而
物
各
得
其
正
矣
。」（
高

書
・
巻
九
王
儀
寰
先
生
格
物
説
小
序
17
ｂ
）
高
忠
憲
の
思
想
に
つ
い
て
は
岡
田
武
彦
「
東
林
学
」（『
中
国
思
想
に
お
け
る
理
想
と
現
実
』
所
収

１
９
８
３
・
木
耳
社
）
を
参
照
し
た
。

（
39
）	「
理
者
心
也
。
窮
之
者
亦
心
也
。
但
未
窮
之
心
、
不
可
謂
理
。
未
窮
之
理
、
不
可
謂
心
。」（
高
書
・
巻
八
上
復
念
臺
二
）。「
要
以
物
理
即
心
霊
之
万

殊
、
心
霊
即
物
理
之
一
本
、
非
有
二
也
。」（『
高
子
未
刻
稿
』
数
・
答
銭
継
修
）

（
40
）	「
聖
人
之
学
、
所
以
異
於
釈
氏
者
、
只
一
性
字
。
聖
人
言
性
、
所
以
異
於
釈
氏
言
性
者
、
只
一
理
字
。
理
者
、
天
理
也
。
天
理
者
天
然
自
有
之
条
理

也
。
故
曰
天
敘
、
天
秩
、
天
命
、
天
討
、
此
処
差
不
得
針
芒
。
先
聖
後
聖
、
其
揆
一
也
。」（
高
書
・
巻
八
心
性
説
）

（
41
）	「
高
忠
憲
則
断
可
以
継
程
朱
、
皆
以
格
物
弁
之
也
。」（
惲
集
197
紫
陽
通
志
録
序
）

（
42
）	

惲
日
初
は
次
の
様
に
い
う
「
器
、
分
殊
也
。（
君
子
）
不
器
理
一
也
。
分
殊
不
外
理
一
。
故
器
必
原
於
不
器
。」（
惲
集
312
）

（
43
）	「
窮
理
者
、
格
物
也
。
知
本
者
、
物
格
也
。
窮
理
一
本
而
万
殊
、
知
本
万
殊
而
一
本
。」（
高
書
・
巻
一
２
ｂ
）　

参
照
。

（
44
）	「
若
従
石
本
、
以
物
有
本
末
一
条
次
致
知
在
格
物
之
後
、
則
格
致
已
有
特
伝
。
不
特
朱
子
補
伝
贅
、
並
陽
明
之
良
知
亦
無
開
口
処
矣
。」（
劉
集
Ⅱ
444

学
言
下
）。「
劉
集
Ⅱ
441
学
言
下
」
も
参
照
。

（
45
）	「（『
石
経
大
学
』）
与
古
本
更
異
。
而
文
理
益
覚
完
整
）
余
初
得
之
、
酷
愛
其
書
。
近
見
海
塩
呉
秋
圃
著
有
大
学
通
考
、
輒
弁
以
為
贋
贋
鼎
。
余
謂
、

言
而
是
、
雖
或
出
於
後
人
也
何
病
。
況
其
足
為
古
文
羽
翼
乎
。」（
劉
集
Ⅰ
607
「
大
学
古
文
参
疑
」
序
68
才
）「
善
学
者
得
其
意
、
可
也
」（
劉
集
Ⅲ
495

答
張
生
考
甫
二
68
才
）
と
認
め
て
い
る
の
も
参
照
。

（
46
）	「
至
善
、
性
体
也
。、
物
之
本
也
。
其
所
出
者
皆
末
也
。」（
劉
集
Ⅰ
625
「
大
学
古
記
」
62
才
）「
格
物
、
莫
要
於
知
本
、
知
本
者
知
修
身
為
本
而
本
之

也
。」（
同
上
628
）

（
47
）	

陳
確
も
劉
念
台
の
『
大
学
』
テ
キ
ス
ト
選
択
に
迷
う
様
子
を
記
し
て
い
る
（『
陳
確
集
』
巻
16
「
大
学
弁
」（
三
）
答
張
考
夫
書
）。
ま
た
張
楊
園
は

『
石
経
大
学
』
と
劉
念
台
の
晩
年
の
迷
い
を
記
す
（『
張
楊
園
全
集
』
巻
２
上
山
陰
劉
念
台
先
生
書
）。

（
48
）	

本
邦
の
伊
藤
仁
斎
は
「
明
王
心
斎
著
格
物
論
、
亦
与
鄙
見
合
。
皆
於
本
文
、
自
有
明
拠
。」（『
大
学
定
本
』
８
ａ
）
と
述
べ
、
そ
の
特
色
に
着
目
し

て
い
る
。
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（
49
）	

李
紀
祥
『
両
宋
以
来
大
学
改
本
之
研
究
』（
ｐ
137
）
参
照
。

（
50
）	

高
忠
憲
の
弟
子
の
陳
幾
亭
は
「
明
ら
か
に
豊
坊
の
偽
作
」
と
す
る
が
整
合
性
は
認
め
て
い
る
。「
第
見
段
絡
分
明
、
血
脈
融
貫
、
果
以
為
孔
曾
真

本
。」（
幾
亭
全
書
・
巻
十
七
・
学
言
詳
記
・
17
ｂ
）

（
51
）	
王
心
斎
に
対
す
る
管
東
溟
の
評
価
は
誠
に
厳
し
い
（
荒
木
見
悟
『
明
末
宗
教
思
想
研
究
』
第
二
・
三
章
）。
た
だ
管
東
溟
は
、『
石
経
大
学
』
に
関
し

て
は
先
行
者
と
し
て
認
め
評
価
し
て
い
る
（『
石
経
大
学
測
義
』
上
巻
18
ａ
）。

（
52
）	

管
東
溟
の
『
石
経
大
学
』
に
関
し
て
は
荒
木
見
悟
『
明
末
宗
教
思
想
研
究
』
第
十
章
「
石
経
大
学
の
表
彰
」
参
照
。

（
53
）	

高
忠
憲
は
「
王
氏
心
斎
謂
大
学
是
経
世
完
書
。
喫
緊
処
只
在
止
至
善
。
格
物
却
正
是
止
至
善
、
自
天
子
以
至
於
庶
人
数
句
、
是
釈
格
物
致
知
之
義
。」

（
高
書
・
巻
三
「
附
錄
先
儒
復
大
学
古
本
及
論
格
致
未
嘗
缺
伝
」）
と
述
べ
て
心
斎
の
大
学
解
釈
を
紹
介
す
る
。

（
54
）	

陽
明
の
意
念
不
分
離
は
以
下
を
参
照
。「
意
与
良
知
当
分
別
明
白
。
凡
応
物
起
念
処
、
皆
謂
之
意
。
意
則
有
是
有
非
、
能
知
得
意
之
是
与
非
者
、
則

謂
之
良
知
。
依
得
良
知
、
即
無
有
不
是
矣
。」（『
王
文
成
公
全
書
』
巻
六
・
答
魏
師
説
）

（
55
）	「
此
卻
是
中
、
卻
是
性
、
戒
慎
恐
懼
此
而
已
矣
。（
中
略
）
常
是
此
中
、
則
善
念
動
自
知
、
悪
念
動
自
知
、
善
念
自
克
、
悪
念
自
去
。
如
此
慎
独
、

便
可
知
立
大
本
。」（
心
集
・
答
問
一
九
）

（
56
）	「
不
以
意
為
心
之
所
発
、
雖
是
自
家
体
験
見
得
如
此
、
然
頗
自
信
心
同
理
同
、
可
以
質
諸
千
古
而
不
惑
。
豈
以
未
嘗
聞
之
先
師
而
避
諱
之
哉
。」（
正

集
五
九
）

（
57
）	「
旧
謂
意
者
心
之
所
発
、
教
人
審
幾
於
念
動
之
初
。
竊
疑
念
既
動
矣
。
誠
之
奚
及
。（
中
略
）
若
以
意
為
心
之
発
動
、
情
念
一
動
便
属
流
行
。
而
曰

及
其
乍
動
未
顕
之
初
、
用
功
防
慎
、
則
恐
恍
愡
之
際
、
物
化
神
馳
。
雖
有
敏
者
、
莫
措
其
手
。
聖
門
誠
意
之
学
、
先
天
易
簡
之
訣
、
安
有
此
作
用
哉
。」

（
正
集
二
一
）、「
大
学
誠
意
為
心
之
所
発
。
是
不
免
於
発
後
求
誠
・
・
」（
会
語
一
三
）

（
58
）	「
物
格
知
至
、
方
纔
知
本
在
我
、
本
猶
未
立
也
。
故
学
者
既
知
吾
身
是
本
、
却
須
執
定
這
本
主
意
、
而
真
真
実
実
反
求
諸
身
、
強
恕
行
仁
、
自
修
自

尽
。
如
此
誠
意
做
去
、
方
是
立
得
這
本
。（
中
略
）
故
誠
意
二
字
、
正
悟
入
切
実
下
手
立
本
工
夫
、
方
得
心
正
身
修
本
可
立
而
末
可
従
也
。」（
続
集
八
）

（
59
）	「
良
知
之
説
、
直
指
人
心
、
凡
聖
同
轍
。
一
時
学
聞
之
、
如
大
夢
獲
呼
、
信
吾
道
之
易
簡
直
裁
。」（
劉
集
Ⅳ
祭
陶
石
梁
先
生
文
）

（
60
）	「
自
古
無
見
成
的
聖
人
、
即
堯
舜
不
廃
兢
業
。
其
次
只
一
味
遷
善
改
過
便
做
成
聖
人
。・
・
・
一
遷
一
改
時
遷
時
改
忽
不
覚
其
入
於
聖
人
之
域
。
此



— 61 —

証
人
之
極
則
也
。」（
劉
集
Ⅱ
『
人
譜
』
人
譜
続
編
・
一
・
証
人
要
旨
）

（
61
）	「
止
因
陽
明
將
意
字
認
壞
、
故
不
得
不
進
而
求
良
於
知
。
仍
將
知
字
認
粗
、
又
不
得
不
退
而
求
精
於
心
。」（
劉
集
Ⅱ
良
知
說
）

（
62
）	「
今
心
為
念
、
蓋
心
之
余
気
也
。
余
気
也
者
、
動
気
也
。
動
而
遠
乎
天
。
故
念
起
念
滅
為
厥
心
病
、
還
為
意
病
、
為
知
病
、
為
物
病
。（
中
略
）
念

有
真
妄
、
而
意
即
与
之
為
真
妄
、
意
本
無
真
妄
也
。
念
有
起
滅
、
而
心
即
与
之
為
起
滅
、
心
本
無
起
滅
也
。」（
劉
集
Ⅱ
417
学
言
中
）

（
63
）	「
意
者
心
之
所
存
、
非
所
発
也
。（
中
略
）
意
之
好
悪
、
与
起
念
之
好
悪
不
同
。」（
劉
集
Ⅱ
411
学
言
中
）

（
64
）	

拙
稿
「
明
儒
鄒
南
皋
の
思
想
―
頓
悟
漸
修
論
を
中
心
に
―
」（『
荒
木
教
授
退
休
記
念
中
国
哲
学
史
研
究
論
集
』
葦
書
房
１
９
８
１
）、
三
浦
秀
一

「
万
暦
の
王
学
者
鄒
元
標
の
前
半
生
と
そ
の
思
想
」（
集
刊
東
洋
学
122
・
２
０
２
０
）
参
照
。

（
65
）	

拙
稿
「
潘
平
格
の
思
想
に
つ
い
て
―
王
心
斎
本
末
格
物
説
と
の
関
連
を
通
し
て
―
」（
九
州
中
国
学
会
報
・
第
55
巻
・
２
０
１
７
）
参
照
。
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